
おうちの方へ
本年もどうぞよろしくお願いいたします。３年ぶりの行動制限がない冬休みとなり、御家族でゆっくり過ごせたのではないでしょうか。ただ、

全国的には新型コロナウイルス感染症第８波の感染が広がり、冬休み明けに大田原市内でも感染者が増える可能性が極めて高い状態です。昨年に
引き続き、感染症予防対策とお子様の体調管理への御配慮をお願いいたします。また、誰もが感染者や濃厚接触者になる可能性があります。相手
の立場に立ち、思いやりをもって、今の状況を乗り越えていきたいですね。

６年生の思春期健康教室では、助産師さんから生命誕生や思春期についての話を聞いたり、赤ち
ゃん人形を抱く体験をしたりしました。それぞれに思春期の心や体の変化を自分のこととして受け
入れ、命の大切さや家族への感謝の気持ちを考えるきっかけになったようです。児童の感想を一部
紹介します。 (一部原文のひらがなを漢字に変えています。)

☆男子や女子の体の変化についてくわしく分かりました。思春期の変化はだれにでも起こることな
ので、恥ずかしがることはなく、からかってもいけないことだと思いました。

☆思春期健康教室で命の誕生についてよく分かりました。理科でも習いましたが、赤ちゃん人形を
抱いてみて意外と重いなと感じました。

☆ぼくは、助産師さんの話を聞いていて、自分が産まれて来ることができたのは、奇跡なんだなと
思いました。僕を産んでくれたお母さんに感謝したいです。これからは、ジェンダー平等や「み
んなちがってみんないい」ということを考えながら生きていきたいです。

☆性染色体によって男女が決まることを知りました。男性も女性もホルモンの働きで気持ちの変化
が出てくることも知りました。これから、私は自分の体としっかり向き合って生活して
いきたいと思いました。自分の命も大切にしていきたいです。実際の重さの赤ちゃん
人形を抱っこできたこともうれしかったです。

☆女性は月経のとき、イライラしたり体調不良になったりするので優しく接してあげた
いと思いました。赤ちゃんの話を聞いて医療の仕事に興味を持ちました。




